
みなさん、アンラーニング（unlearning）とい
う言葉を聞いたことがありますか？ラーニング

（learning）は、よく耳にしたことがあると思いま
す。英単語の頭に“un”が付くと否定や反意語にな
ることもよく知られています。例えば、lucky（幸運
な）に“un”をつけるとunlucky（不運な）になりま
す。しかし、learningに“un”をつけても「不学習」と
はなりません。アンラーニングは、時代や環境の変
化により有用性を失った知識や技術、価値観、ルー
ティンを棄却して新しいものを獲得する連続的プ
ロセス1）と定義されています。学んだことを捨てると
いうのは少々乱暴な表現かもしれませんが、これま
で当たり前だと信じてきた常識や方法を疑いもせ
ずに続けることは、時代や環境の変化に取り残され
自己成長のチャンスを逃すことになりかねません。

私は、看護師のアンラーニングを促進する教育プ
ログラムの開発に関する研究に取り組んでいます。
先人看護師がアンラーニングしてきた例を挙げる
と、褥瘡（床ずれ）予防に対するケア方法がその一つ
です。かつて褥瘡予防には円座を用いることが有用
とされていた時代がありました。しかし、研究の蓄積

により円座は接触面を圧迫し、突出部に虚血を起こ
すリスクがあるという理由から使用しなくなりました

（図1）。このように、以前は価値をおかれていたケア
方法が時代とともに有用性を失うこともあります。

図2は、全国の看護師1,099名のデータから明ら
かにした看護師のアンラーニングのプロセスです2）。
このプロセスは、これまで価値をおいてきたことと
のギャップに気づき、葛藤しながらも古いものを捨
てて新しいことを獲得する認知転換の経過を示し
ています。これをうまく経ることで時代や環境ある
いは状況に応じたケア方法の転換が可能になるこ
とが期待されます。先人たちが積み上げてきた看護
の歴史を守りながら、患者さんにとって安心安全か
つ最新の看護ケアの提供に期待を込めて研究を続
けていきたいと思います。
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図1.褥瘡予防ケアの変遷

図2.看護師のアンラーニングのプロセス

円座を用いた
過去の褥瘡予防
の1例

円座を用いない
現代の褥瘡予防
の1例

数値は1に近いほど影響が強いことを表しています。
楕円から出る複数の線のうち最も数値が大きい方向（太線方向）に思考が進
むことを表しています。
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